
これまでの活動内容や新着情報は「今できることプロジェクト」特設HPをご覧ください。

河北　今できること 検  索 facebookページもあります。www.kahoku.co. jp/imadeki/

［お問い合わせ］今できることプロジェクト事務局（河北新報社営業部） tel 022-211-1318

私たちも、復興のために「今できること」をともに考え、このプロジェクトを推進していきます。

震災後、松島町の新たな名物づくりに挑戦した「たけのこ工房 吉左衛門」の丹野隆子さん。そして、平成の大修理を終え、多くの参拝者で賑わう同町のシンボル「瑞巌寺」。
今回のバスツアーは、タケノコの産地として多くの期待が集まる竹林を訪ね、その整備のお手伝いをしました。

そして、松島町観光協会の志賀寧会長をガイドに、「瑞巌寺」の参道から庫裏（くり）、本堂までじっくりと見学。宮城を代表する観光の名所、松島の素晴らしさを五感で感じ、再発見する機会となりました。

松島町の魅力発信と観光支援

実施／2020年12月12日　参加者／40人

松島町
「竹林の恵みと

荘厳な古刹を満喫する」
バスツアー

レポート

2020-2021

松島の新旧を訪ね、新たな賑わいが生まれる未来を。

　この日、参加者を乗せたバスは松島町竹谷地区へ。
上竹谷生活センターの駐車場に到着し、のどかな里山
の風景の中を5分ほど歩くと、古民家で「たけのこ工
房 吉左衛門」代表の丹野さんらが歓迎してくれまし
た。参加者を母屋の中へ招き、タケノコづくりに着手
する経緯や竹林の手入れなどについて説明。「正直、
採算が厳しい状況ですが、より多くの皆さんに喜んで
もらえるよう、できる限り頑張って続けていきたいと
思っています」と結ぶ丹野さんに、参加者から温かい
拍手が送られました。
　再び屋外に出て、母屋のすぐ裏手に茂る竹林の奥
へ向かいました。やや勾配のきつい斜面を登っていく
と、うっそうとしたモウソウダケの森が。そして、ポリ袋
に入った大量の米ぬかが用意されていました。ボラン
ティアの宍戸勇悦さんの説明とともに、参加者の手で
竹の根元に散布。足元が不安定ながら、丁寧に作業
を行っていました。

　再び母屋に戻ると、隣接する工房でタケノコの真空
パック詰めを見学。参加者の一人が「米ぬかはあくを
抜くために煮る時だけでなく、土壌作りにも役立つん
ですね」と語りかけると、丹野さんの活動を支える産
地直売所「ねまわりの野菜畑」会長の鈴木美喜子さん
は「早朝に採取して3時間以内のものを加工するの
で、その新鮮かつ繊細な風味を生かすため米ぬかは
使わないんですよ」と答え、参加者を驚かせました。
　一連の体験後、丹野さんと鈴木さんも同行し、次は
「牛たん炭焼 利久 松島五大堂店」へ。ここでは、料理
長の鈴木大地さんがこの日のため特別に手がけた会
席料理を味わいました。タケノコのお吸い物や炊き込
みご飯など、牛たん焼きとデザート以外、すべて吉左
衛門のタケノコを使った献立づくし。そのおいしさに、
会場は笑顔でいっぱいになりました。

　午後は、丹野さんたちと別れ、「瑞巌寺」の山門で松
島町観光協会の志賀会長と対面。境内をゆっくり歩きな
がら、各所で詳しい由緒や歴史を説明してくれました。
本堂へ向かう途中、「参道沿いには、古くから茂る杉木
立があったのですが、津波の浸水で半分を失い寂しい
景色になってしまいました」と志賀さん。さらに、本堂前
でも「これほど海に近い場所にあるのですが、本堂の被
害は全くありませんでした。これぞ仏のご加護でしょう
か」としみじみ語ってくれたのが印象的でした。

　さらに庫裏から入り、本堂内部へ。貴重な調度類、
障壁画などを観覧し、普段は一般客が入れない大書
院へ足を踏み入れました。そこで、志賀会長が講話。
塩釜地区消防事務組合消防本部消防長として震災対
応に奔走した数々のエピソードを話し、「私は、自分が

経験したことを、観光協会の会長としてどのように役立
てていくか考えています。同じく震災を経験した皆さ
んも、時々あの時の事を思い起こし、自分の命を守る
ためにどんな準備が必要か考えてみてください」と、
参加者たちにメッセージを送りました。

大場 亮太郎さん
（仙台市青葉区）

　松島におけるカキ養殖と竹林の関わりを興味深
く聞きました。自分の周りに、松島のタケノコにつ
いて知らない人が多いと思うので、ぜひ教えてあ
げようと思っています。また、新型コロナ感染症の
問題がこれほど深刻化している中、松島ではどん
な姿勢で観光振興に取り組んでいるか知りたくて
今回参加を希望しました。4月に訪れた時は客足
も無く静かでしたが、今回、賑わいを取り戻しつ
つあるのを見て安心しています。

玉田 賢司さん・明美さん
（富谷市）

　竹林の中に足を踏み入れて、とても新鮮な体
験ができました。タケノコの栽培は思った以上に
多くの人の手が必要だと知り、何かもっとお手伝
いができないかと思いました。今回の作業が簡単
だったので、ちょっと物足りなくも感じています。
「瑞巌寺」は平成の大修理後、初めての訪問とな
りました。志賀会長の詳しいガイドのおかげで、以
前とはまた違った見方で見学できたので、とても
良い経験になりました。

　松島に息づく豊か
な自然とその恵み、長
い伝統にも触れること
ができ、とても有意義
な時間を過ごすことが
できました。特に、伊
達政宗公との関わり
深い「瑞巌寺」で、そ
の歴史背景を詳しく

知ることができたのも良かったです。地域の魅
力を知る上で、先人たちの努力が下敷きにある
ことを再認識することが大切だと学ぶ機会にな
りました。

木村 考さん
東急リバブル 東北支店

　松島で育ったタケ
ノコのおいしさを楽し
むことができました
し、「瑞巌寺」では志
賀会長が歴史や震
災についてたくさん
お話をしてくださった
ので、ただ見て回る
だけではない、多く

を得られる経験になりました。特に、10年前
の震災を振り返り、自分ができる災害への備え
について考えるお話は、とても心に響く内容で
した。

永村 仁志さん・留美恵さん
KDDI 東北総支社

　三井不動産は「街
づくりを通して、持続
可能な社会の構築の
実現」を重点目標に
定め、今回のような復
興に関わる取り組み
に参加することで、こ
の目標及びSDGsの
達成に貢献できるもの

と考えています。本日は、竹林整備という日頃で
きない体験ができ、ガイド付きの「瑞巌寺」見
学で政宗公の街づくりの神髄に触れることもで
きて、うれしく思っています。

芦田 茂さん
三井不動産 東北支店

参加者の声

協賛社の声

来春の芽吹きに期待しながら
竹林の土壌作りをお手伝い

長い時を経ても色あせない
国宝の重みと荘厳な美を感じて

I H I／アサヒビール 東北統括本部／岩手日日新聞社／NTTデータ東北／キリンビール 東北統括本部／ケーズデンキグループ・デンコードー／KDDI 東北総支社／劇団四季／光輝ビルテクノス／サッポロビール 東北本部
サントリー酒類 東北支社／JT 東北支社／JTB 仙台支店／住友不動産 東北支店／生命保険協会 宮城県協会／大和証券 仙台支店／DICグラフィックス／伝承千年の宿 佐勘／東急リバブル 東北支店／東伸環境／日本製紙
日本製紙クレシア／野村不動産 仙台支店／東日本油化工業／日立システムズ／平松剛法律事務所／藤崎／富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ／みちのく企業グループ／三井住友海上火災保険／三井不動産 東北支店
三菱地所グループ／宮城県建設業協会／宮城県自動車整備振興会／宮城交通／みやぎ生活協同組合／明治安田生命 仙台支社／リコージャパン 宮城支社／河北新報社  （順不同）
◎後援／宮城県、仙台市、石巻市、名取市、松島町、七ヶ浜町、南三陸町、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会

竹林の清 し々い空気の中で米ぬかを散布する参加者たち

料理の説明をしてくれた利久松島五大堂店料理長の鈴木さん

志賀会長が語る

歴史背景やエピ

ソードを聞きなが

ら境内巡り


